
































(H22.7.6追加）

（維管束植物）－対策を優先して行うことを推奨するもの
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H22-1

キク キク メリケント
キンソウ

Soliva
sessilis
Ruiz. et
Pav.

Z ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本では1930年代に和歌山県で発見された。南
米原産の繁殖力が旺盛な帰化植物。果実に棘
があり触れると肌に刺さり、けがをする恐れがあ
る。牧草地に混じった果実を家畜が食べることに
よって内臓を傷つける恐れがある。猪名川河川
敷での生育が確認されているが、今後、ゴルフ
場などの芝生地を中心に他地域にも分布を拡大
する可能性が非常に高い。
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(H24.6.21追加）
（維管束植物）－緑化利用により影響の拡大が懸念されるもの
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H24-1

マメ メドハギ
（県外産・国
外産）

Lespedeza 
juncea  (L. fil.) 
Pers. var. 
subsessilis  
Miq

Z ○ ○ ○ ○

法面緑化に使用される外国産（兵庫県外
産）の在来種で、本来自生している在来
種との競合や遺伝的撹乱が危惧される。

H24-2

マメ ヤマハギ
（県外産・国
外産）

Lespedeza 
bicolor Z ○ ○ ○ ○ ○

法面緑化に使用される外国産（兵庫県外
産）の在来種で、本来自生している在来
種との競合や遺伝的撹乱が危惧される。

(H24.6.21削除）

41

クマツ
ヅラ

ヒメイワダレ Phyla incisa 
Small

Y ○ ○ ○

栄養繁殖が旺盛で、優占群落化が懸念
される。今後の影響が危ぶまれる。

（削除理由）外来種である本種を緑化に
使用することを推薦するわけではない
が、植栽後の影響（繁殖状況やその他の
植生に与える影響）を確認したところ、侵
略的植物とまでは見なせない状況である
ため削除する。

備考

生物多様性
への影響

産業影響
ﾗﾝｸ

定
着

国
指
定

の
状
況

本県での影響 分布
△：古い記録、

　　不確実な情報、
　　可能性高いもの

影響を及ぼすフィールド人
への
影響

No 科名 和名 学名







(H25.10.30変更)

(H25.10.30追加)
（維管束植物）－対策を優先して行うことを推奨するもの
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H25-1

アカバナ オオバナミズキンバイ Ludwigia grandiflora
(Michx.) Greuter &
Burdet subsp.
grandiflora

Ｚ ○ ○ ○ ○ ○○○

2007年に加西市で定着が確認された外来種。花が美しい
ために観賞植物として導入されたが、繁殖力が旺盛で、
定着すると浅水域や湿地に生育する在来植物を駆逐す
るおそれがある。安易にビオトープなどで栽培しないよう
に注意が必要である。
近隣府県では滋賀県琵琶湖湖岸での侵入・定着・優占化
が確認されている。駆除活動も行われているが、わずか
な植物体が残存しても早期に再生する事が確認されてい
る。このことから、徹底した抜根除草による駆除が求めら
れる。
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3

コイ コイ ソウギョ Ctenopharyngodon
idellus

Y
要
注
意
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

水生植物を旺盛に捕食し、ため池・堀・河川下流
域などの生態系の基盤に大きな影響を与える。
兵庫県下の水域では自然繁殖はできないと考え
られるが、大形で寿命が長いので、影響は甚大
で長期にわたる。水生植物除去等のための安易
な放流は慎むべきである。

（注）下線部分は変更を示す。
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